
k
t
よ
ら
ず
、
子
供
や
孫
に
迷
一由
、
い
わ
ば
恩
給
と
し
て
で
き
一当
町
も
お
蔭
を
も
っ

て、

防
組

惑
を
か
け
る
こ
と
白
な
い
よ
う
一
た
も
の
で
す
.

一再
建
.
赤
宝
解
消
計
画
も
順
謁

に
ま
た
、
さ
ら
に
万

二

身

体
一

加
入
自
手
続
は
ご
〈
簡
単
で
一
に
進
み
、
こ
こ

て

二

年
生
も

障
害
者
や
.
母
子
世
帯
な
ど
に

一役
場
え
備
え
付
け
由
一
枚
巴
用
一っ
て
解
消
目
見
通
し
主
得
て
お

な
っ
た
と
き
に
備
え
る
た
め
国
一紙
に
記
入
し
、
捺
印
し
て
提
出
一
り
ま
こ
と
に
よ
ろ
こ
ほ
し
い
こ

員
の
強
い
要
望
か
ら
生
ま
れ
主
一す
れ
ば
万
事
完
了
い
た
し
ま
す
一
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
財
政
が

も
占
で
す
。
加
え
て
・
い
ま
ま
一
未
だ
提
出
を
す
ま
せ
て
い
な
い
一
軌
道
に
乗
れ
ぽ
乗
る
ほ
E
税
着

で
年
金
制
度
か
ら
と

η
獲
さ
れ
一
方
は
、
も
れ
の
な
い
よ
う
い
ま
一行
政
が
監
事
な
役
割
を
な
し
て

て
い
た
段
神
民
、
高
居
直
.
零
一直
〈
に
で
も
届
出
生
し
て
一

rさ
一く
る
の
で
あ
り
ま
す
.
納
税
者

は
全
国

一
帯聞
に
十
月
-
日
か
ら
一う
点
に
つ
い

て
い
つ
で
も
封
答
一場
合
、
い
ま
ま
で
の
保
険
料
が

一細
企
聾
の
従
業
員
、
自
営
謀
者
一ぃ。

一
一
人
々

々
が
こ
れ
ら
の

ニ
と
を

詰
め
て
お
り
、
道
円
で
も
一
部
一え
致
し
ま
す
む
で、

役
場
え
お
一む
だ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
一あ
る
い
は
、
家
庭
の
主
婦
な
ど
一

一充
分
認
識
さ
れ
そ
り
義
鳴
を
完

む
市
町
村
で
は
す
で
に
受
付
完
一
出
の
つ
い
で
に
、
国
民
年
金
係
一い
う
点
で
す
が
・
実
際
に
は
、
一

!
l
s
i
l
l
i
--
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一道
し
て
い
た
だ
い
た
な
ら
必
ず

鵠
京
ど
な
い
一耕
一
計
一話

一誠一一一……龍一
一健
全
財
政の
確
立へ

一一部叫諮問同町長

今
金
町
出
掛
合
.
褒
立
一
白
人
一
ら
せ
致
し
ま
す
.

一
受
と
れ
る
場
合
も
多
い
こ
と
か

一

一
岡
山
童
は
た
だ
と
ら
れ
る
も
の
で

ど

~

缶

詰

与

問

険

料

の

か

け
ず
て
協
な
い

一日

誌

誌

は

勺

一
税

務

行

政

に

御

協

力

を

一長

信

長

立

内
訳
は‘

強
制
連
刷
君
、
す
な
一保
険
料
生
以
買
い
聞
納
め
て
い
な
一

隈
民
年
金
制
度
は
、

老
後
人

一

一

も
の
で
あ
り
ま
す
.

わ
ち
明
治
四
四
年
四
月

一
臼
か
一

」
町
枝
白
納
付
に
つ
き
ま
し
て
は

一年
連
続
の
平
年
作
金
上
廻
る
作
玉

年
も
余
す
と
こ
ろ
旬
日
に
迫

b
脳
相
オ
六
年
三
月
三
十

一
日

一

一

航
製
署
名
位
の
嘗
理
解
と
劃
協
一
況
で
農
家
の
経
済
も
相
当
の
好
一
り
ま
し
た
・

納
税
者
D
各
位
に

ま
で
の
出
生
者
が
三
、
ニ
七
王
一

一
刀
に
よ
り
人ぞ
の
成
績
も
品
年
土
一転
を
予
恕
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
て
n
h
れ
ま
し
E
沈
何
か
レ
忙
技

人
任
む
玉
川
署

ι
.
明
治
J

九

-昇
し
つ
つ
あ
の
ま
こ
と
民
感
鉱
一必
然
的
に
町
凶
商
工
謀
者
の
時
一さ
札
て
い
る
二
と
と
ま
存
じ
ま

北
回

乃
一
s
s
h
明
治
山
田

町

-

に
伊
唱
え
ま
せ
ん
.

一上
げ
も
か
な
り
上
昇
し
て
い
る
一す
が
本
年
ニ
モ
屯
以
土
の

こ
と

れ
一
口
ト
日
お
目
当

一七
紅
白
川
叫
M
M
誠
一日
社
内
心
民
抗
野
川
一見
紅
白
計
い
れ
持

円
‘
交
付
究
7
し
た
者
が
約
六

一万
円
L
Z
有
L
、
そ
白
地
酬
明
年
度
一が
豊
か
に
な
る
こ
と
は
、
と
均
一れ
る
よ
弓
切
に
銅
制
い
い
た

L

O
人
で
あ
ま
り
良
い
成
績
で
は

一分
未
納
税
十

Z
A茨
混
在
で
約
一も
な
お
さ
ず
‘
町
村
が
世
か
に

一ま
す
.

あ
り
ま
せ
ん
e

一七
百
五
十
万
円
を
有
す
る
間
況
一
な
り
発
展
す
る
こ
と
に
な
る
の

7
1
1
1
1
1
011
1
1
1

1
郡
岩
紅
昨
日
九

一町じれ
h
u日
日
立
志
リ
吋
ぷ
れ
軒
並
日
ご
と
腕
む
と

す
る
内
容
の
正
し
い
箆
酷
O
行

一で
も
あ
り
ま
せ
ん
・

一説
者
名
位
向
自
覚
に
よ
っ
て
二

火

@

用

心

?
い
た
め

こ
白
橡
な

一当
町
田
作
況
も
部
分
的
に
は
多
一揖
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
吾
一

状
態
に
あ
る
と
思
い
ま
す

白

で

一

少

の

不

問

は
あ
り
ま
し
た
が
三
干

理
事
者
の
念
顕
で
あ
り
ま
す一
怖

い
汗

快

の

洩

あ

そ

び

(61号)ね

I I~-'一

井弘

、官

よ
靖 、

国
民
年
金
制
度

正
し
い
認
識

7がま』、報広昭和35写， 2.'120日

h 

こ
ぞ
っ
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加
入
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"' 

場

雄

勝

男

役

義

定

益

町

長

妥

一

む

部

沢

薪

回

A
豆

町

震

E

今

会
安
旦
戸
前
門

今

所

令

人

.

人

者

行

行

集

部

発

発

穏

印
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(二)

⑨ 

るh 鮪

納き守税}
老長:強 f

:婚 l~ 調
占、ー週

貯優麗

vhv 

ム
手
酌と

主

果

年

結
5

木旦

3

Eh
d調

前

勢

日

国

一
今
年
巴
十
月

一
日
現
在
で
全
一

十周一

弾
に
行
な
わ
れ
た
民
地
調
一
m

!
a

一一耳
目
果
桔
が

こ
み
恒
ま
と
ま
り
一一

盲
一
一
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
-

4

一す
e

一

9

一・

・

人

口

一

1
J

一

男

六

.

二

一

七

人

一

山

一

女

六

、
二
二
O
人

一

忙

一

計

一

二

、
四
三
七
人

一

回

一

2

官
帯
数

一

〈
ら
ベ
て
少
し
づ
っ
経
く
な
っ

ρ支
と
め
て
知
ら
ず
知
ら
ず
由
う
一

納
昆
貯
蓄
組
合
E
L
m
-
人

し

て

嗣

郎

一

二

.
四
一

九
世
帯

一

て
居
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

一ち
に
、

出
校
約
ら
く
に
麗
金
を
一お
互
い
に
訪
け
告
い
励
ま
し
合

一

右
四
う
ち
準
世
帯
数

一

『
誕
生
主
納
め
る
』
と
云
う
こ
一
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
一っ
て
納
昂
L
、
み
ん
な
で
よ
い

一

一
一
一
世
情

一

と
は
一
な
か
な
か
た
い
へ
ん
な
こ
ア
し
よ
う
と
す
る
心
が
ヨ
的
で
す
一組
合
に
育
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
.

一以
上
昭
和
三
十
五
年
度
白
結
果
一

と
で
袴

和
主

た

め

書
d

え
量
一
こ
町
総
合
を
作
り
ま
十
と
、
一

1
11

1
1

1

l

i

l

l

1

一で
す
が
昭
和
三
十
年
度
。
調
査
一

さ
れ
た
と
ム
刀
時
し
諾
が
毒
だ
絶
一
菌
、
あ
る
い
は
道
、
市
町
村
か
一

毎
年
、
実
末
に
は
‘
盗
犯
生

-

一

と

比
較
し
ま
す
と
、

男
で
四
五
一

え
な
い

よ

う

で

す

・

一

角
事
務
費
な
げ
とに
必
要
な
経
世
一
口
じ
め
、
畢
行
、
サ
ギ
構
哲
な
一
響
奈
で
は
、
例
年
、
歳
末
助
一
名
波
・
女
で
四
六
名
獄
、
告
計
一

E
う
疋
か
し
て
、

4
っ
と
ら
一
司
持
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
ま
一
E
の
知
識
犯
出
場
却
し
、
き
ら
一
犯
誕
動
量
行
な
っ
て
犯
罪
白
脅
一
九

一
名
が
蹴
っ
て
お
り
ま
す
。
一

〈
に
島
壷
金
納
め
る
こ
と
が
で
一ま
ず
し
、
酒
主
に
対
す
る
利
子
一に
投
入
‘
強
盗
な

E
の
兇
膜
犯
一止
に
努
め

て
い
ま
す
が‘

一
帆技担一

1
l
l
1
l
i
1
l
i
i
1
l
l
l
一

ぎ
な
い
も
司
か
と
伊
ど
、

る
方
も
多
い
己
と
d
恩
い
ま
す
一
曾や
、
寄
類
な
yど
-白司紙一茂夜世世一
も
‘声F
か

一

一

て

、

次

白

よ

う

な

点

t
よ
〈
守

一

一

が
.
そ
れ
巳
5凶は比?=.ふ小走た
ん
か
ら
心
企
↑
ら
な
い
と
い
弓2“特骨
典
が
あ
句りL

ま
一

.了
I
6

、
フ

一可り
‘
技
寄
に
か
か
ら
な
い
よ
う
一

ご
注
意
下
き
い
@
一

が
け
て
t‘
納
湖
弔
♂
嶋ぎ
て
孟
仇
杭
畠
わ
主
一
す
@

一

、ぽ
r烏
可

一

瓦

に

L
て
〈
だ
さ
い
@

一

一

て
手
ず
に

E納め
2ら
日↑
る
よ
弓
貯
蓄
一

2
55
五

百

七
十
一

方

L
一言

雪

完

全

に
す
る
こ
と
・

一

夏
は
割
合
に
注
意
さ
れ
て
い
一

生
し
て
お

:
Z
H第
一
で
し
一
五
む
納
積
貯
蓄
組
合
が
つ

〈
ら
一

;

9

4

一

特
に
洞
ら
わ
れ
る
侵
入
場
所
一
ま
す
が
、
各
巳
な
る
と
食
品
田一

一
札
て
お
り
、
宝
『
貫
主
一
十
九
一

・

一

戸

否

、
玄
捕
、
勝
手
口
.
モ
田
地
一保
存
や
現
設
い
が
お
ろ
そ
か
に
一

し
か
し
、
ま

や

雪

に

忙一
万
九

千

金

旦
ん
で

Z
ま
す
一

章

一

、

し

一白
出
入
ロ
・
縁
側
・
事
」
敷
喜
一
な
り
が
ち
で
す
・

一

し
い
人

2
2積
む
た
め
喜
一
こ
れ
ら
田
空
門
昌
D
納
湯
豆

-3

F

一、
二
階
白
窓
、
震

の
窓
等
で
一
例
年
、
非
可
さ
れ
て
い
な
い
一

月
欠

t
h貯
畜
を
す
る
'と
い
一
療
は
式
き

t
Zわ
ず
か一

片

凡

ま

一す

一

不

買

色

素

な

E
々

か

↑

う
こ
と
ご
と
忠
実
行
で
き
一づ
つ
の
貯
を

t
ず
る
だ
け
で
・
一

斗

弓

巴

志

宮
守
に
す
る
と
き
は
、
一
同
情

Z
Eの
ま

加
工
君

-
T一

な
い
も
の
で
、
そ
こ
で
出
来
た
一
持
納
も
せ
ず

2
3て
も
一
一

一

一

一

五

日

さ

一り

E立
た
ぬ
よ
う
に
議
室
三
が
ん
・
あ
め
玉
な
ど
の
菓
子
類
一

四
が
柏
ご
貯
福
建
告
で
す
・
一
品
わ
て
ず
に
嗣
裂
で
矛
る
わ
片
一

志

沌

D

一し
た
上
、
涛
近
所
に
ぷ
〈
韻
ん
一
の
蕃
色
に
利
用
さ
れ
て
い
る

三

こ
の
且
岳
山
、
納
民
生
し
ゃ
一
で
す
.

一

』

屍

G
H
d
一で
お
く
こ
と

.

一

と

が

多

い

の

で
、
け
ぽ
け
ば
L
一

灯
討
M
U
U民
同
一ら吟一
H
U
M
J
U
C一

末

E
一川
一日間刊誌訪れ一

U
F間
抗
日
培
な
た
主

主
人
合
い
な
が
ら
品
創
設
盛
岡
賢
↑詰
'
ば
に
な
内
組
合
に
加
入
す
る
一

=
‘

一り、

ち
漢

a
E
に
ね
ら
わ
れ
な
一
担
感
原
料
を
用
い
た
加
工
食
一

主
乞
す
る
と

い
う
考
え
万
か
ら
一
人
士
策

品
、
三
設

を

』

心

他

に

一

再

勝

一

い

よ

う

に

す

る

.

一

品

が

安

価

に

販

売

さ

れ
る
場
合

一引
き
た
も
り
で
、
だ
れ
で
も
い
一
つ
い
て
に
い引
役
場
、
税
持
係
に一

ー

ー
一

一

③
青
少
年
に
飛
品
し
ナ
イ
フ
な
一
が
あ
り
ま
す
自
で
、
買
物
は
信

一五
オ
ぐ
で
も
つ
〈
る
ζ

と
が
で
一
問
合
せ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い

一す
が
.
こ
れ
は
、
一

年
@
総
決
一E
危
暁
な

E
物
績
を
持
た
せ
な
一
弔
四
島
る
庄
で
し
、
特
に
か
ん

け
一
き
ま
す
.

一

昆

遼

士

ら

〈
一九
納
也
、
安
心
一
算
期
に
当
り
社
会
}
日
献
が
せ
わ
一い

こ
と
、
忍
鞠
を
持
ち
歩
い
て
一詰
唱
な

E
認
羽
田
必
要
な
も
由

同
.
一

こ
占
混
舎
は
缶
入
や
会
社
、
一
し
て
京
芸
也
監
栄
を
は
b
る
た
一L
〈
浮
か
れ
た
気
分
に
な
り
が
一
い
た
た
め
‘
さ
さ
い
な
こ
と
で

一は
、
た
し
か
め
て
か
ら
買
う
よ

3
-泌
主
所
な
ど
が
一

つ
心
地
域
内平
一
唱
に
は
、
一

日
も
早
〈
納
毘
貯
一
ち
で
‘
こ
山
よ
う
な
伏
態
が
犯
一
人
を
死
活
さ
せ
だ
青
少
年
目
犯
一
う
巴
し
た
い
も
の
で
す
.

一勧
摘
正
な
ぜ
を
阜
位
に

L
て
作
一蓄
組
合
E
血
ヘ
ヨ
る
こ
と
が
必

罪
発
生
自
絶
好
但
温
床
と
な
っ

一罪
や
非
育
が
増
加
出
し
て
い
ま
す

孝司

昭和35年 12月;2.08

な

蓄
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